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 ２月１３日（土）、今年度の人権講演会が皆様のお陰で無事に終了しました。松村智広 

さんの「へこたれへん～人はきっとつながれる～」の感想を抜粋して紹介します。           

○松村先生の語り口がとても楽しく思わず笑ってしまい 

ましたが、心にささる言葉がたくさんありました。中 

学生の孫がいますが、命がかけがえのないものである 

ことを伝えたいと思います。私もいろんな場面で人の 

 本音を心で聞けるようになりたいと思いました。どう 

 ぞお身体大切にされご活躍ください。 

○当然、理解・認識していることながら、時代の激しい 

流れの中で、人権意識・感覚を見失いそうになるとき 

があります。時々、心の「サビ」を落とし、感覚を研 

ぎ澄ますために、隣保館にやって来ます。又来ます。今日はありがとうございました。 

              〇人は人でしか変われない。自分を変えようとする姿を見 

               て、人は影響を受ける。常に自分との闘いと改めて思い 

               知らされました。              

              〇奈良県での１１日の「人権の日」は、とても良いと思い 

               ました。楽しいお話で、元気になりました。人権教育は 

               人を変えてくれる教育。自分も変わらねばと思いました。 

は             〇松村先生のおかげで産後の痛みと幸福感を思い出しまし 

た。帰ったら真っ先に子どもの顔を見直してみたいと思 

います。今日は幸せな一日になりそうです。 

                                  

 2016年度宇佐市隣保館各教室の受講生募集！ 
 来年度の「エコクラフト教室」「書道教室」の受講生を募集します。締め切り日を設定していますが、先着順で

定員になり次第締め切りますので、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

  日時 毎月２回                 日時 毎月２回 

     第１、第３月曜日                第２、第４火曜日 

      10:00～12:00                      10:00～12:00 

 講師 岡本律子 先生              講師 藤花 畊木 先生 

 定員 １０名                 定員 ５名 

 ※用意するものは、ハサミ、鉛筆、ものさ     ※晟書会(せいしょかい)という会の書道で 

  し又はメジャー(１ｍ以上)、洗濯ハサミ      す。お手本代(半年分ずつ一括納入)と 

  (30個以上)。その他一作品につき材料代       用具が必要です。詳細は申し込みの際 

1,000円程度が個人負担になります。       にお尋ねください。 

    

各教室とも申し込みの締め切りは、３月１８日（金）です。 

 ※各教室の受講生は、人権連続講座（９月～１１月開催予定）の受講もお願いしています。 

 ※各教室とも受講料は無料ですが、練習用具等については個人負担です。各教室の詳細のお問い合わせ 

  と申し込みは、宇佐市隣保館（３３－１７０７）にお願いします。 
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２００７年に宮崎県内の大学生が書いた体験談を紹介します。         

 ～私の姉は婚約者の母親から出身地を聞かれました。その後姉が部落出身だという理 

由で母親や親戚から反対された婚約者は結婚の意思をなくし、姉たちの交際は終わりました。 

 私は、交際して２年になる彼氏に自分が部落出身であることを告白する決意をしました。 

言ってしまったら、姉のように２人の関係が壊れるかもしれないと思うと、悲しみのあまり涙が 

出てきました。私は泣きながらゆっくりと話しました。彼は黙って私の話を聞き、私が話し終わ 

ると「話してくれてありがとう。でも本当は知っていたんだよ。」と言いました。  

 ２人の交際が始まった頃、彼の両親は「これから彼女と付き合っていく中で、彼女の住んでいる土地が

被差別部落だということを知り、そのせいで別れたりするような心の狭い、差別意識を持った人間だけに

は育ってほしくない」と思い、彼に話したそうです。私はそれを聞いて、今度は嬉しくて涙があふれまし

た。 

 差別は繰り返されます。親から子へ受け継がれてしまうのです。だからこそ、私も将来自分の子どもが

生まれたら、しっかりと教育したいと思います。もっともっと人権・部落問題についてきちんと教育を受

けた人が増えれば、部落差別はなくせると思います。～（第３６回大分県人権教育研究大会資料から抜粋） 

 涙を流すほどの勇気が必要だった彼女の気持ち、それをきちんと受け止めた彼の常識。 

 子どもたちに、差別が残った社会を引き継ぐのか、それとも、差別のない社会にして渡すのか…… 

私たちは選べます。あなたはどっちを選びますか？ （大分県ホームページ「こころちゃんのへや」より）                  

 

 

 

                          

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ３月の休日開館 

第２日曜日  3月 13日 10:00～12:00       第４日曜日  3月 27日 10:00～12:00 

       隣保館休日サロン               ヒューライツ・シネマ 

・ハローワークの求人票等の閲覧          上映映画 「風の舞」 

・悩み事の相談等々                 ※ハンセン病回復者の塔和子さんの詩を通し           

                       てハンセン病の歴史と今を伝える     

※当番の職員が対応します。普段御仕事       上映時間   第１回 １０:００～          

等で来館出来ない方は、この機会に是非                     第２回 １１:００～ 

ご利用ください。                上映場所 隣保館・集会室    ※入場無料             

著書名 

「ハンセン病家族たちの物語」 

               (著者) 黒坂 愛衣 

                 (発行) 世織書房               

               ハンセン病にかかった肉親（親

や年上のきょうだい）がおり、か

つ自分自身はハンセン病」にか

かっていないという１２の人生物

語。社会からの差別や排除、病

気の肉親との関係のねじれ・切

断などの苦しみを語る。 

自分自身は 

      

 

 

 

 

 

           

    開催時間   開催場所 

宇佐地区 13:30～16:00  宇佐市隣保館 

安心院地区 9:00～12:00  総合保健福祉センター 

院内地区 13:30～16:00  山村開発センター 

          （院内支所内） 

※人権擁護委員が、皆さんの悩みごとをお聞きしま

す。お気軽にお越しください。 


